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天才アートとは、障碍の

ある人の多くがもつ優れ

た感性と表現力、そこか

ら湧き出る独創的なアート

作品に対して、特定非営利活動法人 障碍

者芸術推進研究機構がネーミングしたも

のです。欧米ではアール・ブリュット、あ

るいはアウトサイダー・アートなどと呼ば

れています。当機構は天才アートを推進し、

その啓発活動を行っています。

天才アートKYOTO

天才アート
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新
年
は
じ
め
に

「
天
才
ア
ー
ト
展
in
東
山
」

を
開
催
。

２
０
１
７
年
１
月
14
日（
土
）〜
22
日（
日
）、「
天

才
ア
ー
ト
展
in
東
山
」
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
は

東
山
区
総
合
庁
舎
１
階
展
示
ホ
ー
ル
で
、
開
催
時

間
は
９
時
〜
17
時
（
最
終
日
は
16
時
30
分
ま
で
・

休
館
日
な
し
・
入
場
無
料
）。

予 　 告

報 　 告

展 覧 会

展 覧 会

同
ホ
ー
ル
で
は
過
去
数
回
、
一
部
を
使
用
し
た
作

品
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
同
ホ
ー
ル
全
ス
ペ
ー

ス
を
大
々
的
に
使
う
の
は
今
回
が
は
じ
め
て
で
す
。

テ
ー
マ
は「
花
と
鳥
と
動
物
と
」。
展
示
作
品
は
、

こ
れ
ら
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
絵
画
約
40
点
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
花
、
鳥
、
動
物
は
自
然
物
の
形
や

色
彩
を
象
徴
し
て
い
て
模
し
や
す
い
身
近
な
対
象
で

す
か
ら
、
多
く
の
人
が
描
く
普
遍
的
な
テ
ー
マ
の
ひ

と
つ
で
す
。
当
ア
ト
リ
エ
で
も
数
多
く
の
作
品
が
生

ま
れ
て
き
ま
す
。

東
山
区
総
合
庁
舎
は
東
大
路
通
り
に
面
し
、
清

水
坂
・
五
条
坂
の
す
ぐ
脇
と
い
う
好
立
地
で
、
周

辺
に
は
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
区
民
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
観
光

客
の
方
々
に
天
才
ア
ー
ト
の
魅
力
に
ふ
れ
て
い
た
だ

け
る
機
会
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

昨年開催した東山区総合庁舎１階展示ホールでの作品展

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
第
３
回
企
画
展
の
概

要
が
決
ま
り
ま
し
た
！

テ
ー
マ
：『
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
と
イ
マ
ー
ジ
ュ
』

日
時
：
２
０
１
７
年
６
月
１
日（
木
）～
11
日（
日
）

会
場
：
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー

当
機
構
の
所
属
作
家
に
は
、
抽
象
的
で
非
定
型
、

非
対
称
的
な
形
態
表
現「
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
」（
仏
語
）

青
空
美
術
館
at
四
条
烏
丸

11
月
５
日
（
土
）
午
後
、
四
条
烏
丸
を
西
に
入
っ

た
室
町
通
り
の
交
差
点
に
あ
る
「
京
都
経
済
セ
ン

タ
ー
」
建
設
工
事
に
伴
う
囲
い
塀
に
「
青
空
美
術

館
の
第
８
号
を
開
設
し
ま
し
た
。

四
条
通
に
面
し
、
市
バ
ス
四
条
烏
丸
バ
ス
停
の
真

正
面
の
壁
面
に
６
点
の
作
品
画
像
パ
ネ
ル
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
パ
ネ
ル
は
縦
横1,360

×910m
m

も

あ
る
大
き
さ
で
、
バ
ス
待
ち
の
人
や
行
き
交
う
人
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
は
京
都
市
の

中
心
地
で
も
あ
り
、
障
碍
の
あ
る
人
の
ア
ー
ト
作

品
を
多
く
の
府
・
市
民
や
観
光
客
に
見
て
い
た
だ

く
機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。

今
回
の
開
設
に
あ
た
り
、
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー

建
設
共
同
事
業
体
で
あ
る
京
都
商
工
会
議
所
な
ど

京
都
の
経
済
６
団
体
と
京
都
府
・
市
、
建
設
工
事

者
の
大
成
建
設
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
３
回
企
画
展
の
概
要
決
定
! !

を
続
け
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
ま
た
、
常
に
題
名
や

テ
ー
マ
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
の
「
イ
マ
ー
ジ
ュ
」（
形

像
の
想
像
）を
描
き
こ
ん
で
い
く
人
た
ち
が
い
ま
す
。

本
企
画
展
で
は
、「
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
と
イ
マ
ー

ジ
ュ
」
と
題
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
家
の
独
特
の
表
現

世
界
を
一
連
の
作
品
と
制
作
記
録
映
像
に
よ
り
、
わ

か
り
や
す
く
展
示
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
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『
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
１
６

＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
を
11
月

３
日(

木)

～
22
日(

日)

の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
展
で
は
、
京
都
府
内
の

ア
ー
ト
制
作
に
注
力
し
て
い

る
障
碍
福
祉
就
労
施
設
と
京

都
市
立
総
合
支
援
学
校
、
な

ら
び
に
当
機
構
新
道
ア
ト
リ

エ
の
作
家
、
計
56
人
の
本
年

度
制
作
の
作
品
を
中
心
に
展

示
し
ま
し
た
。
作
品
の
内
訳

は
、
壁
面
展
示
が
「
絵
画
」

１
０
０
点
、「
そ
の
他
」
の
４

群
展
示
／
計
１
４
９
点
、
立

体
展
示
が
陶
器
２
群
と
粘
土

２
・
木
１
・
紙
２
の
７
群
で

展
示
／
計
３
２
９
点
、
と
、

絵
画
か
ら
立
体
ま
で
多
彩
な

内
容
と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
、「
才
能
あ
ふ
れ
る
作
品
」

や
「
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も

な
い
よ
う
な
作
品
」「
最
後
ま
で
見
飽
き
な
い
展
覧

会
」「
年
々
、
作
家
・
作
品
が
進
化
し
て
い
る
」「
感

動
し
ま
し
た
」
な
ど
、
多
く
の
方
々
よ
り
高
い
評

価
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
来
場
者
総
数
は
１
、６
４
９
人
と
過
去

最
高
を
記
録
し
、
１
日
当
た
り
の
平
均
来
場
数
で

も
１
０
３
人
と
、
初
め
て
１
０
０
人
を
超
え
ま
し

た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
ン
の
方
が
増
え
て
い
る
の

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
場
内
で
の
応
対
か
ら
も
う
か
が

え
ま
す
。

京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
マ
ン
ガ
と
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
を
開
催

11
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
よ
り
４
時
30
分
ま

で
、
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ご
協
力
に

よ
り
会
場
を
同
館
３
階
の
研
究
室
に
移
し
、「
マ
ン

ガ
と
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
の
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
員
イ
ト
ウ

ユ
ウ
氏
よ
り
、「
日
本
／
欧
米
の
マ
ン
ガ
表
現
か
ら

考
え
る
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
の
切
り
口
で
、
東

西
の
マ
ン
ガ
の
有
り
よ
う
と
異
相
、
障
碍
者
に
お
け

る
マ
ン
ガ
表
現
へ
の
親
近
性
と
作
品
と
の
関
連
性
な

ど
、
非
常
に
興
味
深
い
内
容
の
基
調
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、「
家
庭
、
制
作
現
場
か
ら
の
発
信
」
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
作
家
た
ち
が
制
作
活
動
を
し
て
い
る
中
、
マ
ン

ガ
や
ア
ニ
メ
と
の
関
係
性
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
な

ど
、
家
庭
や
制
作
現
場
で
日
々
接
し
て
い
る
家
族

や
社
会
福
祉
施
設
の
職
員
よ
り
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
会
場
の
作
家
や
家
族
か
ら
も
貴
重

な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

結
論
と
し
て
、
多
く
が
幼
少
期
よ
り
当
た
り
前

の
よ
う
に
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
に
接
し
て
お
り
、
影
響

を
与
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
「
作

風
や
タ
ッ
チ
は
主
体
的
」
で
あ
り
、
幼
少
期
に
真
似

た
り
す
る
場
合
が
あ
っ
て
も
、
自
ら
消
化
し
て
「
独

自
の
タ
ッ
チ
」
に
変
化
さ
せ
て
い
る
、
な
ど
が
提
言

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
作
家
本
人
の
発
言
も
こ
れ

を
首
肯
す
る
も
の
で
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
恐
ら
く
日
本
で
も
初
め
て
の
試

み
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
初
め
て
聞
く
お
話

し
」
で
「
大
変
興
味
深
く
面
白
い
内
容
」「
ぜ
ひ
こ

の
続
き
を
ま
た
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
さ
ら
に
充
実
し
た
展
覧
会
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
な
お
、
開
催
に
あ
た
り
、
共
催
、
後
援
、

協
賛
、
助
成
な
ら
び
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
機
関
に
は
、
本
紙
面
を
借
り
ま
し
て
あ
ら

た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

天才アート展 2016 ＆シンポジウム
R e p o r t
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「フクロウ」2015 年

レポート

トピックス

文
化
庁
京
都
移
転
を
契
機
に

「
チ
ー
ム
京
都
」
結
成
に
参
画

京
都
市
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
こ
こ
ろ
京
都
創
生
」

を
掲
げ
、
市
民
と
連
携
し
て
文
化
芸
術
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
文
化
庁
京
都
移
転
を
契
機
に
そ
の
一
環

と
し
て
「
ひ
と
ご
と
で
は
な
く
、
自
分
ご
と
、
み

な
ご
と
」
と
し
て
、
京
都
の
「
ま
ち
づ
り
」
に
参

画
す
る
市
民
に
よ
る
組
織
（
チ
ー
ム
京
都
）
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
を
拠
点
に
文
化
や
芸
術
に
関
わ
る
団
体
な

ど
か
ら
10
名
が
京
都
市
の
呼
び
か
け
で
参
画
し
、

障
碍
者
の
芸
術
活
動
を
推
進
す
る
当
機
構
も
そ
の

一
員
と
し
て
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
他
の

構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
未
生
流
笹
岡
の
笹
岡
隆
甫
氏
、

合
気
道
無
限
塾
の
リ
ン
・
ボ
ン
立
命
大
教
授
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
・
劇
研
の
杉
山
準
氏
を
は
じ
め
７
団
体

が
参
画
し
て
い
ま
す
。

11
月
４
日
、
京
都
市
役
所
で
門
川
市
長
の
出
席

の
も
と
、「
チ
ー
ム
京
都
」
の
結
成
式
と
第
一
回
の

会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
合
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
の
立
場
か
ら
提
案
や
意
見
が
活
発
に
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
当
機
構
の
高
島
理
事
長
か
ら
は
、「
文
化

都
市
・
京
都
に
ふ
さ
わ
し
く
、
随
所
に
障
碍
者
芸

術
の
展
示
施
設
を
設
け
て
は
ど
う
か
」
と
提
唱
し
、

賛
同
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
多
く
の
市
民
の
参
画
を
募
り
、
市
民
運

動
に
ま
で
ひ
ろ
が
る
こ
と
を
目
指
し
活
動
し
て
い
こ

う
と
確
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

「
文
化
庁
京
都
移
転
・
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
推
進
チ
ー
ム
」

活
動
紹
介
で
作
品
展
示

平
成
28
年
11
月
12
日
（
土
）、
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー

京
都
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
京
都
か
ら
、

日
本
の
未
来
を
展
望
す
る
」
に
お
い
て
、「
文
化
庁

京
都
移
転
・
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
推
進
チ
ー
ム
」

の
活
動
紹
介
と
し
て
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

の
作
品
展
示
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
し

ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
ほ
か

５
６
０
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
前
後
や
休

憩
時
間
に
、
会
場
前
の
ホ
ー
ル
に
展
示
し
た
作
品

を
興
味
深
く
見
入
っ

て
い
る
方
が
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
作
品
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
や
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
な
ど
、「
綺

麗
な
配
色
」「
ユ
ニ
ー

ク
な
モ
チ
ー
フ
」
と

感
想
を
述
べ
ら
れ
な

が
ら
お
買
い
求
め
い

た
だ
き
ま
し
た
。

京都新聞 11 月 5 日朝刊

会場前のホールに展示した作品

[ 天才アートギャラリー」の作品に見入る患者さん

洛
和
会
音
羽
病
院
に

『
天
才
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』

を
常
設

９
月
25
日
（
日
）、

洛
和
会
音
羽
病
院（
山

科
区
）
内
に
複
製
画

を
展
示
す
る
『
天
才

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
内
に
障
碍
者
芸

術
が
ま
と
ま
っ
て
恒
常

的
に
展
示
さ
れ
る
こ
と

は
全
国
的
に
も
珍
し
く
話
題
を
集
め
て
い
ま
す
。

展
示
場
所
は
本
館
一
階
受
付
ロ
ビ
ー
に
続
く
廊

下
10
メ
ー
ト
ル
で
、
展
示
複
製
画
は
９
点
で
す
。
い

ず
れ
も
レ
ン
タ
ル
方
式
で
一
年
毎
に
入
れ
替
え
ら
れ

ま
す
。『
天
才
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
は
、
洛
和
会

ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
テ
ム
の
全
面
的
な
支
援
で
実
現
し
ま

し
た
が
、
当
機
構
は
レ
ン
タ
ル
料
収
益
金
の
一
部
を

著
作
権
料
使
用
料
と
し
て
作
者
に
還
元
し
ま
す
。

展
示
さ
れ
た
作
品
が
も
つ
豊
か
な
色
彩
や
細
密

な
描
画
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
物
た
ち
に
患
者
や
関

係
者
の
方
々
は
興
味
を
も
た
れ
た
よ
う
で
、
ど
こ
か

心
が
癒
さ
れ
る
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

楠
川
敦
士
さ
ん
、公
募
展
入
選

ビ
ッ
グ
・
ア
イ 

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
６

当
機
構
所
属
作
家
の
楠
川
敦
士
さ
ん
の
作
品「
夢

を
の
せ
て
」
が
、
応
募
数
１
、３
９
２
点(

日
本
１
、

１
３
５
点
、
海
外
11
カ
国
・
地
域
２
５
７
点)

の

中
か
ら
、「
入
賞
」
作
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
入

賞
作
品
60
点
の
巡
回
展
『
共
振
×
響
心
』
が

２
０
１
７
年
の
春
以
降
、
大
阪
・
東
京
・
横
浜
で

順
次
開
催
さ
れ
ま
す（
日
程
・
会
場
は
後
日
ビ
ッ
グ・

ア
イ
のH

P

上
で
発
表
さ
れ
ま
す
）。

入選した楠川敦士さんの「夢をのせて」



T E N S A I  A R T

5

T E N S A I

A RT

N OT E

天 才
アート
ノート

加藤 武晴

刈谷 歩

「フクロウ」2015 年

Wataru Maeda　1977年生
前田は、自分の中に湧き出るイメージを画面に黒一色で表現し続
けている。人・いきもの、さらに自然界の事象・事物などさまざ
まなもの・ことを題材に描き、描き終わると必ず自分でタイトル
を付ける。いや、タイトルのイメージが先にあって、一気に描き
上げていくという方が正しいかもしれない。

Ayumi Kariya　1995年生
刈谷も、イメージやタイトルが先にあって、あとは迷うことなく
描いていき、必ずタイトルを付ける。画中の少女は妖しげだが、
何か寂しさのようなものも漂わせているように見える。自身を重
ねて描いているのか尋ねると少し微笑むのみである。

Takeharu Kato　1974年生
加藤が、制作に本格的に取り組み始めたのは20歳を過ぎてからである。陶器の
作品はかつて通っていた施設で焼いたものである。紙の立体作品は自宅やアト
リエでの制作が中心である。彼は、初めに明確なテーマとイメージがあり、「丹念」
と「集中」の中、繊細・微細な意匠のパーツを作り、「作品」を組み上げていく
のである。

前田 笑弥

「Paper city jewel in KYOTO」紙・水彩　2016 年

「太陽と水は同じですね。そう思うのは自由ですね。」画用紙・ペン　２０１６年

「WILD LIFE」画用紙・ペン　2016 年

「少女とミミズク」画用紙・ペン・色鉛筆　2016 年

「少女と精子の花」画用紙・鉛筆　2016 年
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●
ロ
ゴ
ア
ー
ト
の
原
点

私
の
長
男
晃
生
は
、
一
歳
六
カ
月
の
健
診
で
医

療
機
関
を
紹
介
さ
れ
自
閉
症
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。
早
期
療
育
を
始
め
る
た
め
、
二
歳
か
ら
未
就

学
児
の
通
園
施
設
に
通
い
ま
し
た
。
幼
児
期
の
母

子
関
係
を
大
切
に
考
え
る
施
設
で
、
私
も
一
緒
に

施
設
で
過
ご
す
日
が
定
期
的
に
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
頃
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
な
ど
を

使
っ
て
好
き
な
ロ
ゴ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

磁
石
の
力
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
絵
が
描
け
る
「
お
え

か
き
せ
ん
せ
い
」
や
ク
レ
パ
ス
な
ど
で
ロ
ゴ
を
描

く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

五
歳
の
と
き
に
「H

O
TEL

」
と
描
か
れ
た
作

品
が
施
設
に
貼
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
教
え
た
こ
と

も
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
も
覚
え
の
な
い
ロ
ゴ
で
し

た
。
後
に
な
っ
て
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
ド
ラ
マ

の
タ
イ
ト
ル
で
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
流
れ
て
い
た

「H
O

TEL

」
の
デ
ザ
イ
ン
を
忠
実
に
模
倣
さ
れ
た

も
の
で
し
た
。
し
か
も
そ
の
「H

O
TEL

」
は
、

出
演
者
の
名
前
や
番
組
の
ワ
ン
シ
ー
ン
が
流
れ
る

間
に
挟
ま
れ
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
し
て
出
て
く
る
ロ
ゴ

で
し
た
。
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
て
画
像
が
頭
の
中

に
残
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
五
歳
で
英
語
が
書

け
る
な
ら
ば
知
的
レ
ベ
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
気
に
入
っ
た
ロ
ゴ
や
文
字
は
映
像
と
し

て
残
る
脳
の
機
能
な
の
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
五
輪
も
幼
い
時
か
ら
五
色
の

輪
の
位
置
は
間
違
え
ま
せ
ん
。
文
具
店
な
ど
で
そ

の
五
色
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
見
つ
け
る
と
、
上

段
三
個
下
段
二
個
の
形
に
器
用
に
持
っ
て
五
輪
の

マ
ー
ク
を
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
作
り
ま
す
。

作
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
た
衝
動
が
、
ロ
ゴ
ア
ー
ト
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

●
シ
ン
グ
ル
フ
ォ
ー
カ
ス
と
創
造
行
動

自
閉
症
の
方
は
、
予
期
で
き
な
い
変
化
や
変
更

を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
大
変
苦
労
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
変
わ
ら
な
い
も

の
・
こ
と
が
安
心
な
の
で
す
。
晃
生
が
ロ
ゴ
を
好

む
の
も
変
わ
ら
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
晃
生
の
場
合
、
文
字
の
形

の
認
知
か
ら
考
え
ま
す
と
、
形
状
が
複
雑
な
漢
字

の
模
写
が
一
番
苦
手
で
す
。
順
に
ひ
ら
が
な
、
カ

タ
カ
ナ
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
が
よ
り
正
確
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
し

易
い
こ
と
が
即
ち
心
地
よ
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
晃
生
の
ロ
ゴ
ア
ー
ト
に
は

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
も
の
が
多
い
で
す
。そ
し
て
、

心
地
よ
い
も
の
、
気
に
な
る
も
の
な
ど
に
気
持
ち

が
集
中
し
た
り
、
熱
中
し
た
り
し
て
、
他
の
こ
と

が
入
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を「
シ

ン
グ
ル
フ
ォ
ー
カ
ス
」
と
言
い
ま
す
。

発
達
障
害
の
あ
る
方
に
も
あ
る
特
性
で
、
学
習

面
で
細
か
い
こ
と
に
気
を
と
ら
れ
て
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
ら
れ
な
い
と
か
、
次
の
活
動
に
切
り
替
え
ら

れ
な
い
と
か
、
全
体
の
結
び
つ
き
を
理
解
し
に
く

い
な
ど
の
行
動
の
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。「
シ
ン
グ
ル
フ
ォ
ー
カ
ス
」
を
検
索
し
ま
す

と
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
や
発
達
障
害
の
あ
る

人
を
支
援
す
る
方
へ
、
正
し
い
理
解
と
支
援
の
あ

り
方
に
注
意
を
促
す
目
的
か
ら
、
そ
の
特
性
が
、

学
習
面
や
集
団
生
活
に
お
い
て
、
弊
害
に
な
る
原

因
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
晃
生
の
ロ

ゴ
ア
ー
ト
は
、
シ
ン
グ
ル
フ
ォ
ー
カ
ス
の
特
性
か

ら
生
ま
れ
る
芸
術
な
の
で
す
。
晃
生
だ
け
で
は
な

く
、
障
害
の
あ
る
方
の
芸
術
作
品
の
素
晴
ら
し
さ

は
、
そ
の
特
性
が
あ
っ
て
こ
そ
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
す
。

●
気
分
や
こ
だ
わ
り
で
変
化
す
る
作
品

晃
生
の
心
地
よ
い
も
の
は
、
ま
れ
に
刺
激
が
強

す
ぎ
て
、
不
快
な
も
の
、
恐
い
も
の
に
急
変
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
好
き
で
熱
中
し
す
ぎ

て
、
終
了
さ
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
め
ら
れ
ず
、

不
快
に
陥
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
頃
合
い
を
見
て

調
整
す
る
こ
と
が
苦
手
な
の
で
す
。
晃
生
の
ロ
ゴ

ア
ー
ト
は
、
モ
チ
ー
フ
は
ロ
ゴ
で
あ
り
、
材
料
は

厚
紙
と
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
す
。
そ
の
作
品
が
出

来
上
が
る
工
程
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
繰
り
返
し
の
リ

ズ
ム
が
見
ら
れ
ま
す
。
で
す
が
、
そ
の
時
の
気
分

や
、
気
に
な
る
部
分
に
こ
だ
わ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
仕
上
が
り
に
な
り
ま
す
。
分
厚
く
テ
ー
プ
が
巻

い
て
あ
る
作
品
は
、
気
分
が
乗
っ
て
巻
い
て
い
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
う
ま
く
い
か
な
く
て
巻
き
続

け
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
大
事
に
何
度
も
巻
く
と
き

も
あ
る
よ
う
で

す
。
気
持
ち
を

安
定
さ
せ
た
い

一
心
で
制
作
す

る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

ロ
ゴ
作
り
が

好
き
だ
か
ら
と

言
っ
て
も
、
セ

ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

を
大
量
に
使
う

ロゴアート作品を展示する晃生

発
達
障
害
啓
発
週
間 

in 

花
園
大
学
（
４
月
１
日
〜
12
日
）
基
調
講
演
よ
り
抄
録

自
閉
症
の
わ
が
子
・
晃
生
か
ら
生
ま
れ
た

ロ
ゴ
ア
ー
ト
（
後
編
）           		


  

富
田 

千
果
子
（
当
機
構
理
事
）
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天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
文
化
都
市
・

京
都
に
ふ
さ
わ
し
い
障
碍
者
の
芸
術
作
品
を
常
設

展
示
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
設
立
し
、
広
く
社
会
に

向
け
た
情
報
発
信
の
中
核
と
な
る
施
設
と
す
る
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
こ
の
計
画
に
賛

同
し
て
支
援
す
る
「
障
碍
者
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
設
立
支
援
基
金
」
を
募
集
致
し
ま
す
。

一
口
３
万
円
の
寄
付
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
お
礼

に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
作
品
の
複
製
画
（
額

装
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

こ
の
複
製
画
の
コ
ス
ト
の
一
部
は
、「
著
作
料
」

と
し
て
障
碍
の
あ
る
作
家
に
還
元
さ
れ
、
コ
ス
ト
を

除
く
残
金
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
設
立
支
援
金
に
充
て
ら

れ
ま
す
。
趣
旨
に
ご
賛
同
の
上
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

複
製
画
は
、
高
精
密
な
ジ
ー
ク
レ
ー
印
刷
に
よ

り
、
原
画
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
忠
実
さ
で
再
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
１
５
０
〜
２
５
０
年
の

高
い
保
存
性
が
あ
り
ま
す
。
額
縁
は
黒
色
塗
装
の

木
製
で
、
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
（
３
４
８
×
４
２
４

ミ
リ
）
で
す
。

複
製
画
は
10
作
品
の
中
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け

ま
す
。

支
援
基
金
の
募
集
は
、
平
成
29
年
１
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
の
予
定
で
す
。詳
細
や
お
申
し
込
み
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://tensai-art.kyoto

行
為
は
、
療
育
の
現
場
で
こ
だ
わ
り
か
ら
起
こ
る

問
題
行
動
と
捉
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で

す
。
実
際
、
ロ
ゴ
づ
く
り
の
こ
だ
わ
り
を
制
限
さ

れ
る
環
境
に
置
か
れ
て
、
全
く
制
作
し
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
期
間
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
芸
術

の
世
界
で
は
、
晃
生
が
ど
ん
な
気
分
で
、
ま
た
ど

ん
な
状
況
で
制
作
し
て
い
て
も
、
完
成
し
た
作
品

を
観
て
面
白
い
と
感
じ
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
、
私

に
は
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
芸
術
は
晃
生
の
人
格

を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
世
界
な
の
だ

と
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

●
ロ
ゴ
ア
ー
ト
で
伝
わ
る
世
界

晃
生
が
作
る
ロ
ゴ
は
、
好
き
な
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

を
再
現
し
、
そ
れ
を
眺
め
て
楽
し
む
た
め
の
も
の

で
し
た
。
晃
生
は
、
あ
る
日
を
境
に
全
く
制
作
し

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

（
当
時
は
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
の
芸
術

活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
五
年
ぶ
り
に
ロ

ゴ
を
作
り
ま
し
た
。
天
才
ア
ー
ト
の
名
付
け
親
で

も
あ
る
前
理
事
長
で
デ
ザ
イ
ン
が
専
門
の
松
谷
先

生
に
「
こ
れ
面
白
い
ね
。
カ
ッ
コ
イ
イ
よ
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
し
気
恥
ず
か

し
い
だ
け
で
し
た
。
し
か
し
、
晃
生
の
作
っ
た
ロ

ゴ
を
手
作
り
の
額
に
飾
っ
た
瞬
間
に
ア
ー
ト
に
な

り
ま
し
た
。
ロ
ゴ
ア
ー
ト
の
誕
生
で
し
た
。
作
品

展
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
る
方
々
が
増
え
て
い
き
ま

し
た
。

初
め
て
出
会
っ
た
方
に
晃
生
を
紹
介
す
る
と
き

は
、
自
閉
症
の
障
害
を
説
明
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
初
め
て
の
出
会
い
が
晃
生
の
作
品
で
あ

る
と
き
、
晃
生
は
ロ
ゴ
に
魅
力
を
感
じ
る
青
年
で

あ
る
と
知
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
晃
生
の
世
界
観

を
、
こ
と
ば
で
は
な
く
、
ロ
ゴ
ア
ー
ト
か
ら
感
じ

て
も
ら
え
る
喜
び
を
私
は
初
め
て
体
験
い
た
し
ま

し
た
。
芸
術
は
晃
生
の
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
世
界
で
す
。
晃
生
の
楽
し
む
世

界
を
視
覚
か
ら
共
有

で
き
る
ロ
ゴ
ア
ー
ト

を
私
は
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
う
の

で
す
。
ま
た
、
他
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
同

様
に
、
作
品
を
介
し

て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性

を
あ
り
の
ま
ま
に
感

じ
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
世
界
観
を
楽
し
み

尊
重
し
た
い
と
思
う

の
で
す
。

手作りのフレームに収められたロゴアート作品

宇宙人の宇宙船エゾフクロウスーパー羊 II

障
碍
者
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

設
立
支
援
基
金
を
ス
タ
ー
ト
!!

複製画の一部です。詳しくはホームページをご覧ください。
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■ 
会
員
・
寄
付
の
募
集

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
障
碍
の
あ
る
人

の
ア
ー
ト
制
作
を
推
進
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し

て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。会
員
は
、

「
正
会
員
」「
賛
助
会
員
」「
名
誉
会
員
」の
３
種
類
。

ま
た
、
寄
付
金
や
助
成
金
な
ど
の
お
申
し
込
み

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
手
続
き
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
え
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://tensai-art.kyoto

■ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集

障
碍
の
あ
る
人
の
ア
ー
ト
活
動
を
推
進
す
る
た

め
に
、
作
品
を
創
る
環
境
を
整
え
、
作
品
の
ア
ー

カ
イ
ブ
（
記
録
・
保
存
）
や
作
品
を
商
品
デ
ザ
イ

ン
化
す
る
ア
イ
デ
ア
を
出
す
…
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ア
ー

ト
を
勉
強
中
の
学
生
さ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
社
会
人
、
社
会
貢
献
に
興
味
の

あ
る
方
、
特
技
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
私
た
ち

の
活
動
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

http://tensai-art.ckyoto

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

最
新
情
報
はFacebook

で

ア
ト
リ
エ
会
の
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
情
報
は
、

随
時Facebook

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.facebook.com

/tensai.art/

■ 

会
報 
広
告
主 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
活
動
を
は
じ
め
、
所
属
作
家
の
作
品
紹

介
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
関
す
る
コ
ラ
ム
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
発
行
部
数
は
３
、５
０
０
部

で
、
会
員
・
協
賛
団
体
、
関
係
機
関
、

各
地
の
美
術
館
、
京
都
市
内
の
大
学

や
主
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
カ
フ
ェ
な
ど

に
配
布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。

当
機
構
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ

け
る
企
業
様
の
ご
協
力
を
、
ぜ
ひ
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
枠
：
１
万
円
〜
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷

京都支社
京都市中京区烏丸通御池上ル二条殿町 552
075-241-4811

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

高
畠
は
、
全
紙
大
の
大
き
な
画
面
に
ク
レ
パ
ス
や
色
鉛
筆

で
迷
う
こ
と
な
く
描
き
、
画
面
か
ら
絵
が
あ
ふ
れ
そ
う
に

な
る
と
紙
を
継
ぎ
足
し
、
ま
た
描
い
て
い
く
。
そ
の
タ
ッ

チ
は
、
ま
る
で
こ
す
り
つ
け
る
よ
う
に
力
が
入
っ
て
い
る

が
、
仕
上
が
る
と
不
思
議
な
生
命
感
が
あ
ふ
れ
る
。

〈
編
集
後
記
〉

２
０
１
１
年
８
月
に
設
立
・
認
可
さ
れ
た
天
才
ア
ー
ト
Ｋ

Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
本
年
で
丸
５
年
を
過
ぎ
、
６
年
目
も
中
盤
に

差
し
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、「
天
才
ア
ー
ト
展
」

に
加
え
、
企
画
展
や
「
天
才
ア
ー
ト
が
や
っ
て
来
た
展
」
な

ど
の
展
示
会
を
は
じ
め
、「
青
空
美
術
館
」
や
作
品
の
デ
ザ

イ
ン
化
な
ど
、
府
市
民
の
皆
さ
ん
に
障
碍
者
ア
ー
ト
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
た
め
の
活
動
を
積
極

的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

く
し
く
も
京
都
へ
の
文
化
庁
移
転
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

「
文
化
財
や
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
の
観
光
振
興
へ
の
活
用
」
な
ど

と
と
も
に
「
障
害
者
の
芸
術
活
動
の
振
興
」
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
追
い
風
と
捉
え
、も
っ
と
広
く
も
っ
と
深
く
、

も
っ
と
多
く
の
活
動
を
具
体
化
さ
せ
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
の
認
知
度
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
新
年
早
々
ス
タ
ー
ト
す
る
「
天
才
ア
ー
ト
展
in

東
山
」
を
皮
切
り
に
、
２
０
１
７
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

『スズメ』高畠 晃平　Kohei TAKABATAKE
画用紙・クレパス　767×1,086mm　2016 年

京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

天才アートKYOTO

天才アートKYOTO

■ 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
変
更
の
お
知
ら
せ

設
立
５
周
年
を
過
ぎ
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
決
意
を
込
め
て
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
今
後
、
ブ
ラ
ン

ド
確
立
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
に
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898


